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コストを見直し、
サステナブルな会社に

全国グラビア協同組合連合会

会長　 田口 薫

　全国グラビア協同組合連合会組合員の皆様、日頃の連合会の活動にご協力賜り

誠にありがとうございます。

　さて、またいつものように価格問題について申し上げたいと思います。ここ

20年以上にわたり原料や諸経費は値上がりを続けています。しかし、私共の加

工賃は転嫁が進んでいません。何故か？　業者数が多く過当競争になっていたの

は過去の話です。人手不足、労働時間の制約に加え、社員のストレスチェックな

ど企業の負担が大きくなりました。昔は最大手の厳しい仕事振り、ノルマ主義は

相当のもので、夜討ち朝駆けは当り前。しかし、今は夜 7 時以降は事務所の灯

も消える有様。そして夏休み12日間、有休消化の義務付け、さらに陥没価格修

正のために30％値上げ、それも受けられるか否かを半月以内に決めることを強

く要望する。そして、これを貫徹し、生産量が落ちても却って工場利益が増える

など、万事様変わりしてしまいました。原料値上げも最大手から決まって、中小

が続く。まるで嘘のような話ですが本当の話です。

　 9 月放映のテレビ番組「カンブリア宮殿」で紹介されたTOPPANさんの好調

振り、印刷業界の売上が軒並みダウンする中、2000億円も売上を増やしている

その秘密は他社と一味違った建材、包材の開発にあります。TOPPANホールディ

ングスの麿 秀晴社長自ら不眠不休で開発した「GLフィルム」は欧州、米国でも

生産され、日本の優れた軟包装技術で高収益を上げ、英国でもコンバーターを買

収し、チェコでは約150億円をかけて新工場の建設が進んでいます。日本で低収

益の製品を作る必要は全くありません。大幅な値上げの結果、ユーザー離れは起

きていません。麿社長は軟包装部門の経営利益目標 8％を発表されました。も

ちろん、仕入れのコストカットはせず、パートナーシップ構築宣言を堅く守られ

12023.11



ています。外注加工費の再交渉の希望があれば受け、さらに独立した相談窓口を

設け、業者側に不利益をもたらさないことを確約されました。我々の耳目を疑う

ようなことです。

　一方のDNPさんも強気の値上げ方針を貫いておられます。DNPさんは非印刷

部門、電子部材やリチウムイオン電池のパック等で高収益を上げ、低収益の軟包

装に頼る必要は全くありません。 4 年前から北島義斉社長は儲からないものを

無理してやらなくても良いと明言されています。

　いかがでしょうか。それでも無理して安値でガンバリますか？　社員がついて

来ますか？　 5月に倒産された老舗企業は以前から安給料で知られ、社員が減り、

外注を 5社も使って生産を維持されましたが、外注加工賃の逆ざやが積もって、

やりくりがつかなくなって倒れてしまいました。

　業界全体のグラビア印刷機の新台は年15～18台です。グラビアインキメーカ

ーも 1 社減りました。早く体勢を立て直さないと大変です。こうした情報は組

合員だからこそ、入手できます。アウトサイダーは、お客先のおっしゃる通りに

安値受注・安売りをしても、その経営は継続できません。30年間給与を上げず

に頑張った結果が今の業界です。欧米の同業は経営利益10％が常識です。10％

の利益があって初めて人員募集、人材育成、設備更新が可能となります。15年前、

全米印刷工業会のマイケル・マーキン会長は「利益10％が常識。日本は安すぎだ」

と喝破しました。亡き稲盛和夫さんも同様に言われています。日本では「お客様

は神様です」のようなフレーズで安く提供することが美徳とされましたが、これ

は高度成長期に需要が伸びて大量生産によって採算が取れた頃の話です。今のよ

うに多品種少量生産になれば全く違います。少ロットの原価計算を確立しましょ

う。この30年、日本人の弱点が今の状況を生んだのです。もう人を安く働かせ

ることはできません。外国人実習生の賃金は日本人よりむしろ高いと思います。

監理団体への支払いや寮設備など、経費も掛かります。製品安全性、環境の劣化

を防ぐ、コンプライアンスコストもあります。もう一度、コストを見直し、企業

の継続性を図り、サステナブルな会社になるしか道はありません。

　この文章はアウトサイダーの方々にも読んでいただきたいと思います。そして、

組合も勘違いしたままではいけません。
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　ଜాࢯは1��6年10月1�日生。1��3年、Ϛル

トグラビア印刷᷂の表औక役बと同時にؔ౦

プラスチック印刷ڠ同合のཧࣄに、1��0年にઐ

ཧࣄにबされました。その後、�のཧࣄ

をิࠤしつつ、（一ࣾ）日本印刷ۀ࢈࿈合会、౦ژ

印刷ஂۀ࢈ମٞڠ会の֤छ委員会にて׆༂さ

れ、30年Ҏ上にり、合役員をめられました。

　200�年からはؔ౦グラビアڠ同合、全ࠃグラ

ビアڠ同合࿈合会のઐཧࣄとしてࣄۀہ

全グラの前・専務理事、村田英雄氏が逝去
業界発展、ソフトパッケージ普及に尽力

　全国グラビア協同組合連合会の前専務理事・情報担当顧問を務められた村田英雄氏が2023年
10月 5 日（木）正午頃、逝去されました。76歳でした。

にྭΈ、ۀքൃలのためにਚྗ、食の安全・安心

を୲うソフトパッケージのීٴとࣾ会తೝ知に

められたޭがশえられ、「2023印刷の月�印刷จ

化య」において「印刷ޭ࿑賞」をत༩されました。

　10月7日（）、�日（日）に、౦ژా۠の

Φリϋラ中ԝത全ࣾ（౦ژా۠ԣ3ô13�

10）において௨、ࠂผ式がӦまれました。たく

さんのڙՖにғまれ、͝Ոやަのあったଟく

の方々がྻࢀし、ผれを੯しΈました。
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GP環境大賞は日本航空、あわしま堂など
　表জ式の಄、日印

࿈のଯ�一↻෭会࢈

は࣍のようなѫࡰを

ड़べました。

　「2001年に印刷ۀք

ஂମがओಋして、ڥ

ࣗओج४『印刷αービ

スグリーンج४』を੍

ఆ。このج४をୡし

た印刷工場、印刷品、印刷資機材をূ໌、ೝఆ

する『(Pೝఆ੍度』は2006年にスタートしてࠓ

年で1�年になり、現ࡏまでに���工場がೝఆさ

れています。また、201�年には『(Pڥ大賞』

をઃしました。その後、(PϚークීٴにੵ極

తな工場を表জする『(PϚークීٴ大賞』と(P

資機材ೝఆ品をఏڙするメーカーを表জする

『(P資機材ڥ大賞』がՃわり、本日は2�のا

。ମを表জしますஂ・ۀ

に配ྀした印刷工場について一のೝ知とڥ　

をਤるため、(P�PR大使もઃし、ॳ大使ٴී

には์送࡞Ո、٭本Ոのখ܆ࢁಊさんに͝बい

2023GP 環境大賞等表彰式

GPマーク普及大賞・準大賞に
北四国グラビア印刷と巧芸社が2年連続受賞

　（一社）日本印刷産業連合会（日印産連）は、2023年10月18日（水）午後 3時30分より、東
京・DNP佐内町ビル・ホールにおいて「GP（グリーンプリンティング）環境大賞等表彰式」を
執り行いました。全グラからは 2年連続で、GPマーク普及大賞グラビア・シール・スクリー
ン部門大賞で㈱北四国グラビア印刷が、準大賞では㈱巧芸社が受賞し、北四国グラビア印刷の
奥田拓己社長と巧芸社福岡営業部の田中宏一郎次長に表彰状が手渡されました。表彰式終了後
の午後 5 時より、小山薫堂GPPR大使とゲストを迎えた「印刷と私」トークショーが開催さ
れましたが、その模様は次号で紹介します。

ただき、ී֦ٴ大にめてきました。�月には�

िにわたって、খࢁさんがパーソφリςィをめ

る'.ϤコϋϚのラジΦ൪『'656R&4$"P&』

で『Έんな知ってるʁグリーンプリンςィン

グʂ』としたコーφーをల開、(Pೝఆ੍度を

հし、く生ऀ׆にアϐールしていただきました。

　(Pೝఆ੍度のීٴはੈքڞ௨ඪとも言える、

4%(Tに࿈ಈしていると考えており、(Pೝఆ工

場へのൃはαプライチΣーン全ମを௨じた

4%(Tୡにد༩すると֬৴しています。日印࢈

࿈はこうしたऔりΈによってڥٿへのෛՙ

減をさらにਪਐしていきます」。

　(Pڥ大賞・४大賞ʦ一ൠ印刷の部、パッケ

ージ印刷の部ʧは、(PϚーク表ࣔ印刷品を数

ଟくൃしたクライアントを表জする賞。また、

(Pڥ大賞をա3ڈճҎ上ड賞したۀا・ஂମ

には「(Pڥ大賞ゴールドプラスζ」が、(Pೝ

ఆ੍度のීٴ・֦大に特ผなݙߩがೝめられたا

PϚークී)」「大賞特ผ賞ڥP)」ମにஂ・ۀ

大賞特ผ賞」がଃఄされます。֤賞のड賞ऀをٴ

Ҏ下にհします。

日印産連の堆副会長



全グラコーナー

72023.11

■GP環境大賞［一般印刷の部］

　あいおいニッセイ同損อݥ、౦మಓ、日

本ۭߤ

■GP環境準大賞［一般印刷の部］

੫会ؒࠃը、全ا生会、ジΣイアール౦日本ࡁ　

૯࿈合会、ϙスςィングセンターԭೄ、)0:"�ア

イケアカンパー

■GP環境大賞［パッケージ印刷の部］

　あわしまಊ

■GP環境準大賞［パッケージ印刷の部］

分グループ本ࣾ、下՛ࠃ　

■GP環境大賞ゴールドプライズ

　֘なし

■GP環境大賞特別賞

　プレミアアンチΤイジング

グラビアからは北四国グラビア印刷と巧
芸社が受賞
　2023(PϚークීٴ大賞は、2022年度に(PϚ

ーク表ࣔ印刷品をよりଟくड・した印刷

会ࣾを、Φフセット印刷、グラビア・γール・ス

クリーン印刷、本・表໘Ճ工の3部に分けて

表জします。なお、ա3ڈճҎ上(PϚークීٴ

大賞をड賞した印刷会ࣾでܧଓతな実がೝめら

れた場合には、৽ઃされた「(PϚークීٴ大賞

ゴールドプライζ」をଃఄすることになりました。

■GPマーク普及大賞ゴールドプライズ

　/55印刷、ࡾ印刷

■GPマーク普及大賞［オフセット印刷部門］

　ּؒ本印刷、จ৳、ؙਖ਼印刷

■GPマーク普及準大賞［オフセット印刷部門］

　あさͻߴ印刷、ҏ౻印刷、ؠԬ印刷工ۀ、大

印刷、ਫ਼ӳಊ印刷、ଠཅಊ印刷ॴ

■ �GPマーク普及大賞［グラビア・シール・スク

リーン印刷部門］

　ࠃ࢛グラビア印刷

■ �GPマーク普及準大賞［グラビア・シール・ス

クリーン印刷部門］

ࣾܳ　

■GPマーク普及大賞［製本・表面加工部門］

　5"%クロスメディア

■GPマーク普及大賞特別賞

　֘なし

ウエノ、富士フイルムがGP資機材環境大賞に
　(P資機材ڥ大賞は(P資機材ೝఆ੍度にࢀ

Ճし、(P資機材ೝఆ品をొしているメーカ

ーの中から࠷もଟくのೝఆ品をొしているメ

ーカーを表জするものです。

■GP資機材環境大賞［資材部門］

　Τノ

表彰状を受け取る北四国グラビア印刷の奥田拓己社長 巧芸社の田中次長
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■GP資機材環境大賞［機材部門］

　࢜フイルム

印刷を軸に人々が心を1つにする、価値
のある GP 環境大賞
　ड賞ऀを表して日本᷂ۭߤ品・αービス開

ൃ部のؠ本ਖ਼࣏部、ࡾ印刷᷂のౡଜ৴ࣾ

、࢜フイルムグラフィックソリϡーγϣンζ

᷂のాࢁप一ࣾが࣍のようなコメントをड़べ

ました。

日本航空　商品・サービス開発部 岩本正治部長

「զ々はଟくのۭߤ

೩料を使っています

が、この೩料を 4"'

（4VTUBJOBCMe� "WJB�

UJPO�'VeM、持ଓ可能な

ըతにܭ೩料）をۭߤ

૿やそうとऔりんで

います。ݩ々、この೩

料はやݹணなど、いろいろなものを使っていまし

たが、ۙ࠷ではՈఉやҿ食店からഉ出されるてん

ら༉などのഇ食༉を使い、ۭߤ೩料にしています。

　機αービスではプラへのऔりΈや、お٬

様へఏڙする紙素材は�0ˋҎ上'4$ೝূ紙を使

用しています。(PϚークが入っているのは機

食のリーフレットで、機ࢽにはまだϚークを付

けられていません。ࠓճのड賞をܹྭとडけऔり、

(PϚークが付いたリーフレットも一部のものに

とどまっているので、さらなる֦大をࢦし、機

ࢽにも(PϚークを入れられるよう印刷会ࣾ様

とྗڠしてऔりΉことを॓として持ち帰りま

す。この॓の報ࠂは、ͥͻ皆さんがඈߦ機にお

りの際にखにऔっていただき、(PϚークが付

いていれば『あのときの॓は༗限実ߦされたな』

と思っていただきたいですね」

六三印刷　島村信彦社長

　「(Pೝূ੍度ができ

た際にまͣ思ったのは、

他ࣾとのࠩผ化や৽ن

開、ڝ合にରして

ൃలのۀ、になるث

ためのಓ۩になるとい

うことでした。しかし、

(PのऔりΈをਐめて

いくうちに、考え方がมわりました。(Pはペーパ

ーレス৴ไऀからもڞ感をಘられるものだという

ことも知りました。そして、(PのऔりΈはࣾ員

の一ମ感を生Έ出しました。ࣾ員はތりとࣗ৴をも

って(Pをఏڙしています。࠷ॳは୯なるπールと

して(Pをਪਐしようとしましたが、ࠓは७ਮに

(Pをੈの中に͛ていきたい。皆さんとともに(P

が全ࠃにがるようにがんばっていきたいです」

富士フイルムグラフィックソリューションズ 山田

周一郎社長

　「࢜フイルムグル

ープはこれまでもࣗࣾ

の生࢈におけるڥෛ

ՙ減にऔりんでき

ましたが、さらにく

品ライフαイクルす

べてをରにして、特

に$02削減、資ݯの࠶

ޮݯಈや、ল資׆ڀݚ用を大きなςーϚにした׆

Ռの大きな品を開ൃしようとऔりんできた࣍

ୈです。

　資材については$5Pプレートの全ແॲཧ化に

ྗを入れています。生࢈現場のڥෛՙをѹత

に下͛る品としてಋ入をՃすべく、まいਐし

ているところです。

　機材では印刷のখロットଟ品छ化がਐΉ中で、
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資ݯのロス削減にもݙߩするデジタルプレスの開

ൃやීٴにۈしんでいます。特に、Φフセットライ

クな品࣭を出せるデジタルプレスをフラッグγップ

にラインアップをऔりଗえ、հしていきます。

に、これまでҎ上にお٬様とى日のड賞をࠓ　

のコミϡニケーγϣンを大にすると同時に、品

࣭安ఆ性、ڥ性をߴいレϕルで実現できる品

やαービスのఏڙに͝期ください」

小山薫堂GPPR大使

　「(PPR大使にबして7年がܦちました。年を

重ねる͝とに、印刷ۀքのΈや印刷を使う

方々のいなどをཧղできるようになってきまし

た。ࠓ年はラジΦ൪に(Pのを࡞り、ήスト

をܴえおをしました。リスφーは印刷のをฉ

いてڵ味を持ってくれ

るかなと思いました

が、༧Ҏ上の大きな

ڹがあり、これまで

印刷のことを考えたこ

とのなかった一ൠのਓ

たちにも改めてଚい࢈

だということを感じۀ

てもらえました。

　(Pڥ大賞は、印刷をൃするクライアントと

それをఏڙしているऀۀࣄ、さらにऀۀࣄに資機

材をఏڙしているメーカーと、3ऀの立場を同時

に表জする他にはない賞です。印刷を࣠にしてਓ々

が心を1つにする、価値のある賞だと思います」
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　一ߦは࡛ࢢتٱݝۄにલധし、10月�日（）

「ॴۀࣄ౦ࡔ」᷂ۀલ10時から大日ਫ਼化工ޕ

を๚しました。҄෭ۀࣄॴからܴの͝ѫ

ॴۀࣄज़部からٕ࢈本生ࢁ、をいただいた後ࡰ

֓要および工程のઆ໌がありました。ࡔ౦

ۀࣄॴは、2021年�月Քಇ、71200N2の大

なෑを༗し、グラビアインキ・フレキソインキ・

九州グラビア協同組合青年部 研修旅行

大日精化・坂東製造事業所見学
JAPAN PACK 2023視察へ

　九州グラビア協同組合青年部（母里圭太郎部長）は、2023年10月 4 日（水）～ 6
日（金）まで、工場見学および展示会視察を目的とした研修旅行を実施しました。途中
参加のメンバーも含め、延べ12名が九州を飛び出し、知見を広める良い機会となりま
した。

コーςィングࡎのध要֦大へのରԠとして、লྗ

化をؚめた૿能ྗとともに、ۀのޮ化をਤっ

たװج工場です。

フレキソ機やグラビア印刷機を見ܕ*$でࣨݧࢼ　

ֶした後、ݪ材料（外タンク）から工程の流れ

にԊってઆ໌をいただき（ࠐ・֧፩・分ࢄ・ௐ

・ࠪݕ・ॆర）、࠷後に出ՙ౩（Ҡಈラック式）

を見せていただきました。

　スケールの大きさと、安全と機

能・ޮのߴさに感をडけ、ਓ

とモノのಈઢ、ਵॴにミスやݥة

の可能性を減らす工があり、ֶ

びのଟい見ֶでした。工場の方々

のԹかいରԠにも感ँいたします。

ありがとう͟͝いました。

　ཌ6日（金）は+"P"/�P"$,�

2023（౦ژビッグαイト）ࢹ

後、帰్にணきました。

えにӈԟれないమಓのり׳　

めٻञをډभの味の、ԟしࠨ

てӈԟࠨԟし、تٱのொのスφッ

クで「うきはࢢ」のϚϚと出会う、

ೱΏい3日ؒでした。



112023.11

　Ҏ下に、ࠓճのݚमཱྀࢀߦՃऀからの感を

հします。

坂東製造事業所

●�インキの製造過程を、今まで見たことがなかっ
たので良い経験、勉強をすることができました。
中でも、効率、事故、様々なことを想定されて
建てられた工場の素晴らしさに圧倒されました。
●�今後の大日の主力工場となる坂東工場は、動線
もしっかりしており、フレキソやグラビアのテ
スト機が設置してある他、今までインキの充填
は手作業であったものを自動化したり、非常に
信用のおける工場だと思われました。最大の印
象は、とにかくデカい、の一言です。出荷・在
庫等は、アウトソーシングしてあったことも、
費用の削減等、色々と考えられた素晴らしい工
場の見学をさせてもらったと、感じました。
●�インキの開発・供給を高いレベルで実現し、新
ブランドメッセージ「彩りの、その先へ。」を
体現できる工場という印象を受けました。

大日精化工業㈱坂東製造事業所

説明を受ける参加者

JAPAN PACK 2023

●�業態、関わり方は違えども、それぞれが考える
脱炭素（環境対応）への取り組みやそれに対応
する製品が年々拡大し充実してきていることを
強く感じました。また、ポットライフの延長を
狙う中で生じる改ざん防止を意識した製品も同
様に、法令遵守の意識（労働安全衛生や省力省
人、化学物質管理など）が年々高まってきてい
ると感じました。

●�九州では見ることができない、機械や商材をじ
かに見学でき、不明な点は直接、質問できたの
が良かったです。グラビア関係やその他仕入商
材の最新トレンド情報を得ることができ、大変
有意義でした。

●�グラビア印刷関連の機械もありましたが、主に
私どもが資材を供給した後の食品工場で使用さ
れる機械の方が、多かったように思われます。
ただ、何らかの軟包装に係るヒントが、有りま
したので、今後の研究開発に生かせるかと感じ
ました。

旅行全般

●�やはり九州から関東へは、移動時間含め大変疲
れたのが本音です。九州の山猿たちに言わせれ
ば、関東市場の大きさに圧倒されるばかりで、
関東へのあこがれがより一層高まった今回の研
修となり、有意義で大変勉強になりました。ま
た機会があれば、是非参加したいと考えます。
●�前任と担当交代後、初めて参加させていただい
た青年部の研修旅行となりました。最初はかな
り緊張して、集合場所におりましたが、部の方
はみな声をかけて下さりました。青年部のコミ
ュニケーションは、組合の互助発展のために有
効に機能していると思います。最新の機械を目
にした時の熱い視線や、省人化や環境対応への
展示について強い関心を持たれ、多くの質問を
されていることが強く印象に残っております。
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　᷂レκφック࡚ۀࣄॴは1�30年にতං料

᷂࡚工場としてൃし、生࢈しているアンモニ

アは時のม化にԠじてੴ→ੴ༉→ఱવΨスか

ら使用ࡁΈプラスチックとసしており、ੈքで

།一のنۀでのプラスチックのケミカルリα

イクルプラントとなります。֤Ոఉからഉ出され

関東グラビア協同組合青年部

レゾナック川崎事業所KPR視察報告
報告者：関東グラビア協同組合青年部

大伸化学㈱　吉田 巧

　2023年10月 6 日（金）、関東グラビア協同組合青年部29名にて、㈱レゾナック川崎
事業所の使用済みプラスチックをケミカルリサイクルして、アンモニアと炭酸製品を製
造する工場を視察しました。また、行き道中のバス車内では全国グラビア協同組合連合
会の田口 薫会長より適切な価格交渉・価格転嫁に向けた取り組みに関してご高説を承
り、青年部員の背中を押していただきました。

分ผされたプラスチック͝Έを֤࣏ࣗମでճ収し、

ओにटݍの࣏ࣗମより運ൖされる使用ࡁΈプラ

スチックをຖ日2�時ؒՔಇで200トンʗ日、年ؒ

では6ສトンॲཧしています。大きな特徴とし

て、リαイクル工程では化ੴ೩料を使用せͣ、プ

ラスチックのྔでΨス化までをߦっているθロ

Τミッγϣン工場となっており、ࠓࡢの素ࣾ

会に向けてಈき出した中でをཋびています。

　実際に֤࣏ࣗମからճ収した使用ࡁΈプラスチ

ックはคࡅ→異আڈ→ܗ→ԹΨス化→ߴ

ԹΨス化をܦてਫ素とೋ酸化素になり、ਫ素

はアンモニアに、ೋ酸化素は酸品になる流

れをࢹさせていただきました。出来上がったア

ンモニアはզ々の身ۙなણҡݪ料、化ֶ品、ߴ७

度アンモニアとしてಋମ分でも࠾用されてお

り、酸品はҿ料メーカーへの酸としてのڙ
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用されてお࠾ドライアイスは配運送会ࣾに、څ

り、ݩではࠃメーカーからの酸څڙではध

要にりておらͣ、使用ࡁΈプラスチックからリ

αイクルされたグリーンな酸ということもあり、

ଟくのҾき合いをいただいているとのことでした。

Έプラスチックリαイࡁでは、使用ࢹճのࠓ　

クルに20年Ҏ上લよりऔりΈ、ഉ出ݩからリα

イクル࠶→ऀۀࣄར用ઌまでのΈが出来上が

っている印をڧく感じऔり、৽ฉ紙໘や8&#

上だけでは分からない部分をษڧさせていただき

ました。また、グラビア印刷ۀքからഉ出される

印刷ࡁΈの刷りϠレなどもผऀۀࣄでഁࡅ・ࠞ合・

ܗをܦてRP'（ܗݻ೩料）となり、一部はレκ

φック࡚ۀࣄॴに持ちࠐまれ、ケミカルリαイ

クルされています。現ࡏ、素材メーカー様、イン

キメーカー様など様々なࢹからഇプラスチック

をར用したリαイクルにऔりまれておりますが、

੨年部としてもڥにରしてのҙࣝや知見をߴめ

てൃ৴していけるような׆ಈをしてࢀります。



組合員・単組の近況

14 2023.11

関西グラビア協同組合・青年部

第17回経営セミナー報告
報告者：関西グラビア協同組合青年部

エバーコート㈱　三島 徹

MBS の上泉雄一アナウンサー

　関西グラビア協同組合（竹下晋司理事長）・同青年部（森脇拓也部長）主催の第17回
経営セミナーが、2023年10月11日（水）午後 6 時～ 7 時30分まで、参加者60名に
て ANA クラウンプラザホテルで開催されました。

に.#4でアࢣߨ　

φンαーとして͝

༂の上ઘ༤一様を׆

おটきし、「伝えるチ

カラʙあなたのい

は届いていますかʁ

ʙ」というςーϚで

おしいただきまし

た。

　まͣ、伝えるにあ

たって印にるプ

レθンとは何かʁ　どこにҙすべきかをおし

いただきました。

　・Իがฉこえる

　・情ܠが見える

　・いがするプレθン

　している༰が۩ମతになっていること。

　・生き生きしている

してΈたくなるࢼ・　

　・何だかָしそう

　心をಈかすし方を心ֻけることが重要である。

　また、۩ମతに心をಈかすプレθンのために日々
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質疑応答の様子

挨拶する竹下晋司理事長

閉会の挨拶は堀川青年部副部長

のࣄฑにڵ味を持ち、どのようにしたら伝わるか

をメモにهしておくとしたいϙイントがཧ

されていく。

　アφンαーならではのฉきやすいし方も͝

。तいただきましたڭ

　・「Ώっくり」「はっきり」「大きなで」

　・จはく「。」でऴわる

　・しい言༿ではなく、なるべく؆୯な言༿で

す

・ਓにす時は流ெにすことがతではなく、

૬खに伝えることがతだということをৗに

ҙࣝする

えについて͝ߏ後に、プレθンする上での心࠷　

。तいただきましたڭ

　・したいことを࠷3ճは࿅शする

　・ࣗ分の立ちډৼるいやし方を؍٬తに見

る

　・プレθンがओ役ではない。ओ役は「品」で

ある

　・「いい」がྑいのではなく「ڞ感できる」

でないといけない

1時ؒというい時ؒではありましたが、伝

えることのプロフΣッγϣφルであるアφンα

ーから、伝え方のϙイントや心ߏえをฉけたこと

は大มو重な機会でした。

　す͙に実ફできるものばかりだったので、ࠓ後

のۀに大いに役立つと思います。

をҾきडけて下さっࢣߨ、後に、おしい中࠷　

た上ઘ様、৭々なख配をしていただいたؔऀの

皆様にްくྱޚをਃし上͛ます。



組合員・単組の近況

16 2023.11

　಄、10月�日にくなられたଜాӳ༤લઐ

ཧࣄにѩౣのҙを表し、を๋͛た後、ݪ٢ཧ

。に৮れ、「ফඅ支出がྑくないگܠのۙ࠷がࣄ

品価֨を値上͛したখ売店は、売上がして

いる。このためۀքではラインを止めている

というもฉかれる。一方、11月からのインキの

値上͛をडけ、年に向けて価֨సՇをしていか

ねばならない」と݁び、࣍のようなٞについて

ٞした。

1．関グラ協組2023年度上半期決算

　૯会༧ࢉはଟগΦーόーしたが、その他は΄΅

༧ࢉ௨りとの報ࠂがあった。

2．11月 9日開催の全グラ定例理事会について

3．2024年の関連スケジュールについて

　ˎ日本印刷ۀ࢈࿈合会の৽年լަࢺ会は、1

月10日（ਫ）にϗςルΦークラ౦ژにて開࠵

　ˎ全ࠃグラビアڠ同合࿈合会・ؔ౦プラスチ

ック印刷ڠとの合同ཧࣄ会・৽年լަࢺ

会は、1月12日（金）にϗςルニϡーΦータ

ニ౦ژで開࠵

関東グラビア協同組合 定例理事会報告

軟包装「ソフトパッケージ」が果たす役割について社会浸透を
2024年の全グラ総会は6月に九州でリアル開催

　関東グラビア協同組合は2023年10月12日（木）午後 3 時より 5 時 5 分まで定例理
事会を開催した。当日は、吉原宗彦理事長（東京加工紙㈱）、安永研二副理事長（東包
印刷㈱）、山下雅稔副理事長（㈱巧芸社）、川田雄治理事（トーホー加工㈱）、千田 敦理
事（㈱東京ポリエチレン印刷社）、村野 剛理事（信和産業㈱）、諸石武士理事（日本パ
ッケージング㈱）、小林直人理事（八潮化学㈱）、福島 潤理事（㈱東和プロセス）、柴田
里香理事（弁護士）、田口 薫最高顧問理事（大日本パックェージ㈱）、袖山髙明専務理
事、岸本一郎監事（㈱カナオカ）の13名が組合事務所から、橋本 章理事（橋本セロフ
ァン印刷㈱）、佐藤裕芳監事（㈱千代田グラビヤ）の 2 名が Zoom 参加した。

　ˎ全ࠃグラビアڠ同合࿈合会の૯会・ཧࣄ会

は、6月7日（金）भにて開࠵

4．�全グラ条件付き決議「監督者・事務局員並び

に大阪岬評価試験会場報酬及び運用規定

（案）」の経過報告

5．�軟包装の呼び名「ソフトパッケージ」と内容

浸透の件

6．日印産連GP表彰式とトークショー

　10月1�日（ਫ）に開࠵される2023(Pڥ大

賞表জ式ʗトークγϣーについてのࠂ知がなさ

れた。

7．その他

　ˎ価֨ަবଅਐ月 （ؒ2023年3月）フΥローア

ップௐࠪ݁Ռ

　ˎࣗओߦಈܭը改訂ˍపఈプラン

　ˎւಓグラビア印刷ڠ同合ཧࣄ͝ଚ੦ڈ

　ˎ11月2�日に開࠵されるグラビア印刷ٕज़ݚ

知ࠂ会のୈ1�ճミニγンϙジムのڀ

　ˎφフα価֨のਪҠ
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関西グラビア協同組合青年部

工場見学会報告
報告者：関西グラビア協同組合青年部

淀川加工印刷㈱　有田英明

　関西グラビア協同組合青年部（森脇拓也部長）では、㈱商工組合中央金庫様からご紹
介いただき、2023年10月 3 日（火）、兵庫県高砂市にある丸山印刷㈱様本社工場を青
年部会員20名で見学させていただきました。

で、カۀاある࢙10�年のྺۀ印刷᷂はࢁؙ　

レンμー、本、パンフレット、チラγ、ථ用紙、

ラϕルなどΦフセット印刷がओମのۀاでした。

௨࿏のนにはੲの印刷に使った൛が০られੴや

の൛もあり、会ࣾのൃలのྺ࢙が一ྎવでし

た。

　見ֶさせていただきました工場は�000௶もあ

り、�0年લにҠసした時は、पりはాん΅ばか

りだったとのことで、このҬの開ऀとも言え

るۀاと感じました。

　また、品లࣔࣨでは、ڙࢠがඳいたֆをデジ

タル印刷機でアルόムやֆ本に上͛た品を見

せていただきました。他にもڃߴなおञのラϕル

なども০られており、デジタル印刷の品が身ۙ

なとして様々なニーζにରԠされていることを

知りました。

　൛工程、印刷工程、本工程は、工程のॱ൪

௨りに一方௨ߦとなっており、ແବなಈきがあり

ませんでした。࠷৽の機ցでは、ࣗಈ化・生࢈ス

ϐード・6Vインキによるס૩時ؒの削減により、
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説明を受ける参加者 創業当初の版の展示

木版 石版

時ؒたり࠷大の付Ճ価値を生Έ出す工がされ

ていると感じました。また工場は、ཧが

も大ม៉ྷで�4がపఈさۀ࡞、きっておりߦ

れていると感じました。

　他にも、ΦンデϚンド྆໘カラーなどখロット

納期とਓखෆのにରして、改ળにऔり

まれていると感じました。ۈମ੍も3ަから

2ަ�ۀにมߋされ、生࢈キャパをҡ持され

ていました。ઃඋや生࢈ମ੍の໘からରԠされて

いるのを見て、私ももっと様々な֯度からࣄを

見てࣾ改ળにऔりもうとڧく思いました。

ճ大มおੈになりまࠓ、後になりましたが࠷　

した૯部の上ࢁ様、औక役部の様をは

じめとするؙࢁ印刷様に感ँするとともに、ްく

。ਃし上͛ますྱޚ
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世界最高クラスの最新鋭機 HEIDELBERG 社製 全自動シリンダー凸版型抜き機

見学中の様子



組合員・単組の近況
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北陸グラビア協同組合

特別懇話会を開催
　北陸グラビア協同組合（賀谷眞尚理事長）は、2023年10月17日（火）に、全国グラビ
ア協同組合連合会の田口 薫会長をお招きした特別懇話会を開催しました。当日は、組合
員・賛助会員15名が参加し、全国のグラビア業界の現状や動向、課題などについての田口
会長の講話に真剣に耳を傾けていました。その後、懇親会を開催し、無事終了しました。

大日精化工業、新ブランドメッセージ「彩りの、その先へ。」を発表
　大日精化工業㈱は、創業92周年の創立記念日
を期に同社グループの新ブランドメッセージ「彩
りの、その先へ。」を発表、これにあわせて次期

中期経営計画の策定を始め、人材戦略、DXなど
に鋭意取り組んでいくことを表明した。
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北海サンコーの若狭吉範氏が逝去
北海道グラビア印刷協組理事長などを歴任

「全グラ情報」1998年10月号より

　㈱北海サンコー（若狭博徳社長、北海道札幌市手稲区稲穂 2 条 3 丁目 1 - 5 ）の創業
者であり会長であり、全国グラビア協同組合連合会の理事、北海道グラビア印刷協同組
合の理事長を務められた若狭吉範氏が、2023年 8 月29日（火）午後 3 時30分に逝去
されました。享年90。10月18日（水）午後 3 時より、北海斎場（札幌市豊平区豊平
4 条 3 丁目 2 - 5 ）において社葬が執り行われました。謹んでお悔やみ申し上げます。
　ここでは、若狭吉範氏の生前のご功績を偲び、1998年の「印刷功労賞」受賞の際に
掲載された「全グラ情報」（1998年10月号）の記事を再掲します。
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目立ってしまいますが、
実力もすごいのです

目立ってしまいますが、
実力もすごいのです

　「薄く、軽く、柔らかい」が、私たちが皆さんにお届けしている袋の特徴で、「ソ

フトパッケージ（＝軟包装）」と呼ばれています。一見頼りなさそうな感じを

思い浮かべられるかも知れませんが、実はとんでもない優れモノなのです。

●「閉じる」
　食品など中身を入れた後、瞬時に密封する機能を持っています。

　→「入れる」だけのレジ袋との大きな違いです。

●「届ける」
　食品工場から配送センターの倉庫、コンビニやスーパーなどの販売店へ運送

する際に、あるいは皆さんがお持ち帰りの際に、中身がもれたり流れ出たりす

ることはありません。棚や冷蔵庫などの収納でも同じで、柔らかいために狭い

スペースにも収まります。

●「保つ」
　『湿気る』　→お煎餅が湿気てしまっては美味しくありませんね。

　『腐る』『酸化する』『かびる』　→食品がこれでは美味しくないどころか、食

べることもできません。

　「ソフトパッケージ」はこれらを防止する機能を持っていますので、

安全・安心にお使いいただけます。

　また、中身の香りや、外の異臭・悪臭などもある程度遮断することもできます。

　何故、そんなことができるのかと言いますと、1ミリメートルの100分の1か

ら数10分の1程度の極薄の様々な機能性プラスチックフィルムや金属箔、紙な

ど他素材との複合化によって出来ているからです。一見、1枚のペラペラのフィ

ルムに見えがちですが、実はそうではないのです。

　そして、忘れてはいけないとても重要な役割があります。

●「伝える」
　グラビアという印刷方式により、皆さんの「健康」「衛生」を支えるために

お伝えしなければならない情報を表現できるとともに、中身のPRや、カラー

印刷を用いたキレイで可愛らしいデザインを施すことも可能です。

　いかがですか。「賞味期限」を守りつつ、フードロスの削減にも役立ち、安

心してお使いいただけるこの優れモノ、「ソフトパッケージ」の価値を改めて

お考えいただけませんでしょうか。

　でも、いったん袋を開けてしまうと密封状態ではなくなりますので、チャッ

ク（またはジッパー）付きの袋をお使いの場合でも、また、輪ゴムなどで開封

部を止めて頂いたとしても、本来の機能は既に損なわれていますので、出来る

限り早めにお召し上がり下さいね。

軟包装価値向上委員会　配布資料Ver02　2023年7月6日改訂
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